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福島市役所 広聴広報課

東京2020大会に向けておもてなし力を身に付けよう！
おもてなし研修会を開催しました

野
球
・

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
　
　開催
！！

Vol.6

写真は、2019年４月~６月に開催した「わくわくふくしま
インスタMAPフォトコンテスト2019春」の受賞作品です。

爛漫爛漫

　2月9日、ＮＰＯ法人ふくしまバリアフリーツアーセンター長の
佐藤由香利さんを講師に、障がいのある方へのおもてなし方法と
して、知的障がい・発達障がいの疑似体験や車いす利用者への介
助体験などを通した心のバリアフリーを学びました。
　佐藤さんは「まずは笑顔を添えて“何かお手伝いすることがあ
れば教えてください”などの声掛け、優しい気持ちでの見守りか
ら始めてみましょう」と参加者に呼びかけました。
　好評に終わったおもてなし研修会は、今後も東京2020大会に
向けて継続して行う予定です。国内外から訪れるたくさんの観戦
者の皆さんに、おもてなしを通して福島市の魅力を発信していき
ます！

さとう ゆ か り

もうす
ぐ！！

オリンピック・パラリンピック

▲知的障がい・発達障がいの疑似体験を通して
障がいのある方への心遣いを学ぶ参加者
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を体験しました



　生
家
は
福
島
市

　大
町
の
呉
服
店

　１
９
０
９
（
明
治
42
）
年
８
月
11
日
、

古
関
裕
而
さ
ん
（
本
名 

勇
治
）
は
、
福
島

市
大
町
の
呉
服
店
に
生
ま
れ
ま
し
た
。
現

在
、
大
町
に
は
生
家
の
跡
を
示
す
モ
ニ
ュ

メ
ン
ト
が
あ
り
ま
す
。

　呉
服
店
に
は
、
音
楽
好
き
だ
っ
た
父
親

が
購
入
し
た
蓄
音
機
が
あ
り
、
裕
而
さ
ん

は
レ
コ
ー
ド
を
聴
き
な
が
ら
絵
を
描
く
の

が
好
き
な
子
ど
も
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
小

学
校
で
は
、
担
任
の
先
生
が
大
変
な
音
楽

好
き
で
し
た
。
自
伝
に
は
「
私
た
ち
に
も

童
謡
を
作
ら
せ
る
ほ
ど
に
、
音
楽
教
育
に

熱
心
な
方
で
あ
っ
た
」
と
あ
り
ま
す
。
授

業
だ
け
で
は
物
足
り
な
く
な
り
、
市
販
の

楽
譜
を
買
う
よ
う
に
な
っ
た
息
子
の
姿

に
、
母
親
が
黒
鍵
ま
で
あ
る
卓
上
ピ
ア
ノ

を
購
入
し
ま
す
。
そ
の
日
か
ら
ピ
ア
ノ
に

夢
中
に
な
り
、
小
学
校
を
卒
業
す
る
頃
に

は
、
楽
譜
が
読
め
て
作
曲
も
五
線
紙
に
書

く
よ
う
に
な
っ
て
い
た
そ
う
で
す
。

　福
島
商
業
高
校
で
も

　音
楽
漬
け
の
毎
日

　１
９
２
２
（
大
正
11
）
年
４
月
、
家
業

を
継
ぐ
た
め
福
島
商
業
高
校
に
入
学
し
た

裕
而
さ
ん
は
、
高
校
で
も
音
楽
漬
け
の

日
々
を
送
り
ま
す
。
高
価
な
楽
譜
を
何
枚

も
購
入
し
、
本
格
的
な
作
曲
・
編
曲
も
始

め
ま
す
。
高
校
の
先
輩
が
主
宰
す
る
「
福

島
ハ
ー
モ
ニ
カ
・
ソ
サ
エ
テ
ィ
」
の
定
期

演
奏
会
で
自
身
が
編
曲
し
た
「
ウ
ィ
リ
ア

ム
・
テ
ル
序
曲
」
を
合
奏
し
た
り
、
年
上

の
友
人
が
中
心
と
な
っ
て
活
動
し
て
い
た

「
火
の
鳥
の
会
」
主
宰
の
レ
コ
ー
ド
コ
ン

サ
ー
ト
に
出
掛
け
た
り
し
て
い
た
よ
う
で

す
。　裕

而
さ
ん
は
約
45
年
間
、
さ
ま
ざ
ま
な

ジ
ャ
ン
ル
の
作
品
を
作
り
続
け
、
そ
の
数

は
約
５
千
曲
に
も
及
ぶ
と
い
わ
れ
ま
す
。

今
も
人
の
心
に
寄
り
添
い
続
け
る
古
関
メ

ロ
デ
ィ
ー
に
耳
を
傾
け
な
が
ら
、
名
作
曲

家
が
生
ま
れ
た
ま
ち
を
訪
ね
歩
い
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
。

　「
エ
ー
ル
」
制
作
統
括

　土
屋
勝
裕
さ
ん
の
コ
メ
ン
ト

　連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
エ
ー
ル
」
は
、
古

関
さ
ん
夫
婦
を
モ
デ
ル
に
し
た
フ
ィ
ク

シ
ョ
ン
で
す
が
、
ド
ラ
マ
に
は
古
関
裕
而

さ
ん
の
曲
が
数
多
く
登
場
し
ま
す
の
で
、

楽
し
み
に
し
て
く
だ
さ
い
。

　福
島
で
は
昨
年
10
月
に
ロ
ケ
を
行
い
ま

し
た
が
、
台
風
で
被
災
さ
れ
た
方
た
ち
も

い
ら
っ
し
ゃ
る
中
で
、
皆
さ
ま
に
は
撮
影

の
た
め
に
多
く
の
ご
協
力
を
頂
き
ま
し

た
。
ド
ラ
マ
の
タ
イ
ト
ル
バ
ッ
ク
に
は
福

島
の
美
し
い
森
の
中
で
撮
影
し
た
映
像
が

流
れ
ま
す
。
豊
か
な
自
然
に
あ
ふ
れ
る
福

島
の
魅
力
、
温
か
い
人
た
ち
の
魅
力
を
ド

ラ
マ
で
伝
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　窪
田
正
孝
さ
ん

 

（
古
山
裕
一 

役
）の
コ
メ
ン
ト

　裕
一
を
演
じ
る
に
あ
た
り
、
古
関
さ
ん

を
よ
く
知
る
方
に
お
話
を
伺
う
機
会
が
あ

り
、
皆
さ
ん
、
古
関
さ
ん
の
味
方
と
い
う

か
、
古
関
さ
ん
の
誰
も
敵
に
回
さ
な
い
人

柄
を
感
じ
ま
し
た
。
誰
か
を
憎
ん
だ
り
、

怒
っ
た
り
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
古
関

さ
ん
は
そ
れ
を
別
の
愛
情
に
変
え
て
い
る

気
が
し
て
い
ま
す
。
周
り
に
少
し
煙
た
が

ら
れ
て
も
、
音
楽
の
力
や
自
身
の
人
柄
で

大
き
く
包
み
込
ん
で
い
る
イ
メ
ー
ジ
が
あ

る
の
で
、
そ
こ
を
大
事
に
し
て
演
じ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　古
関
さ
ん
の
ふ
る
さ
と
で
あ
る
福
島
で

の
ロ
ケ
で
は
、
１
０
０
人
を
超
え
る
地
元

エ
キ
ス
ト
ラ
さ
ん
の
前
で
ハ
ー
モ
ニ
カ
を

吹
く
シ
ー
ン
を
撮
影
し
ま
し
た
。
正
直
、

最
初
は
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が
あ
っ
た
の
で
す

が
、
ワ
ン
カ
ッ
ト
終
わ
る
た
び
に
、
皆
さ

ん
が
拍
手
を
送
っ
て
く
だ
さ
っ
て
、
１
曲

終
わ
る
た
び
に
エ
ー
ル
を
送
っ
て
く
だ
さ

り
、
背
中
を
押
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

す
ご
く
温
か
く
て
力
強
い
シ
ー
ン
に
な
っ

た
と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
楽
し
み
に
し

て
い
て
く
だ
さ
い
。

出
典
：
古
関
裕
而
自
伝
「
鐘
よ
鳴
り
響
け
」

こ

せ
き

ゆ
う

じ

特 集

福島市名誉市民第一号
作曲家 古関裕而 氏

「
栄
冠
は
君
に
輝
く
」「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
マ
ー
チ
」
な
ど
、
時
代
を
越
え
て
今
な
お

歌
い
継
が
れ
る
古
関
メ
ロ
デ
ィ
ー
。
激
動
の
昭
和
を
音
楽
で
人
々
に
寄
り
添
い
続
け
た

古
関
裕
而
さ
ん
は
、
福
島
市
の
名
誉
市
民
第
１
号
で
す
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
の
春

号
は
、
３
月
30
日
ス
タ
ー
ト
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説
「
エ
ー
ル
」
の
モ
デ
ル
で
も
あ
る
昭

和
の
偉
大
な
作
曲
家
、
古
関
裕
而
さ
ん
を
特
集
し
ま
す
。

（土曜は１週間を振り返ります）
放送時間　毎週月曜～土曜 午前8：00～8：15NHK総合

午前7：30～7：45BSプレミアム
BS4K

古関裕而記念館（入江町） 古関裕而生誕の地記念碑（大町）

古関裕而生誕100年記念モニュメント（JR福島駅東口）古関裕而生誕100年記念モニュメント（JR福島駅東口）

小学生の頃の家族写真（左が裕而少年）

福島商業高校時代

福島ロケ（2019.10）も行われた。
主人公・古山裕一のこども時代や高校時代のシーンを主に撮影。ロケには、町の人々や高校生の役などで地元の方たちのべ240人が参加。

主人公　古山裕一 役

窪田  正孝さん

こ やまゆういち

くぼ た まさ たか

3 22020年４月号



　日
本
プ
ロ
野
球
史
上
最
も
古
い
球
団
歌

で
、
球
団
設
立
時
に
作
ら
れ
た
阪
神
タ
イ

ガ
ー
ス
応
援
歌
「
大
阪
タ
イ
ガ
ー
ス
の
歌

（
六
甲
お
ろ
し
）」
は
、
私
が
初
め
て
買
っ

た
レ
コ
ー
ド
で
す
。
球
団
名
が
「
大
阪
」

か
ら
「
阪
神
」
に
な
っ
た
こ
と
で
、
そ
こ

の
部
分
は
変
わ
り
ま
し
た
が
、
80
年
以
上

歌
い
継
が
れ
て
い
ま
す
。
何
十
年
か
前

に
、
今
風
の
曲
に
変
え
よ
う
と
し
た
ら

フ
ァ
ン
が
猛
反
対
し
て
球
団
が
断
念
し
た

と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
あ
る
ほ
ど
愛
着
の

あ
る
歌
で
す
。
試
合
前
は
当
然
の
こ
と
な

が
ら
、
試
合
の
中
盤
や
点
が
入
っ
た
時
も

歌
い
ま
す
。
僕
ら
に
と
っ
て
の
「
六
甲
お

ろ
し
」
は
、
ア
メ
リ
カ
人
が
胸
に
手
を
当

て
て
「
星
条
旗
よ
永
遠
な
れ
」
を
歌
う
の

と
同
じ
よ
う
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
よ
う

に
思
い
ま
す
。

　「六
甲
お
ろ
し
」
の
生
み
の
親
、
古
関
裕

而
さ
ん
の
今
年
の
野
球
殿
堂
入
り
は
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
来
年
以
降
に
期
待
し

て
い
ま
す
。
我
々
も
誇
り
を
持
っ
て
六
甲

お
ろ
し
を
歌
い
続
け
ま
す
。

　読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
球
団
歌
「
巨
人
軍

の
歌
〜
闘
魂
こ
め
て
〜
」
は
、
球
団
30
周

年
記
念
で
作
ら
れ
た
歌
だ
と
聞
い
て
い
ま

す
。
作
曲
家
が
福
島
市
出
身
の
古
関
裕
而

さ
ん
と
い
う
の
も
知
っ
て
い
ま
す
。
歌
い

や
す
い
メ
ロ
デ
ィ
ー
で
す
よ
ね
。
年
間
に

70
〜
80
試
合
く
ら
い
球
場
に
足
を
運
ん

で
、
毎
回
ノ
リ
ノ
リ
で
歌
っ
て
い
ま
す
。

や
っ
ぱ
り
選
手
の
応
援
歌
と
か
球
団
歌
と

い
う
の
は
、
流
れ
て
く
る
と
高
揚
し
ま

す
。
特
に
７
回
の
攻
撃
前
、
ラ
ッ
キ
ー
セ

ブ
ン
！
み
ん
な
で
歌
え
ば
、
気
分
は
最
高

潮
に
達
し
ま
す
。
勝
っ
た
時
は
、
最
後
に

ま
た
流
れ
る
の
で
ま
た
歌
っ
ち
ゃ
う
。

　「紺
碧
の
空
」
は
勝
利
を
呼
び
込
み
、
勝

利
を
喜
ぶ
曲
。
応
援
部
と
し
て
試
合
の
前

に
歌
う
「
紺
碧
の
空
」
に
は
、
選
手
と
観
客

を
一
つ
に
し
、
会
場
の
空
気
を
作
る
大
き

な
力
が
あ
り
、
気
持
ち
が
入
り
ま
す
。

　誰
に
教
わ
る
こ
と
も
な
く
、
早
大
生
な

ら
誰
で
も
歌
え
る
「
紺
碧
の
空
」
は
ま
さ

に
早
稲
田
の
魂
。

　東
京
六
大
学
野
球
に
お
い
て
現
在
４
年

間
優
勝
か
ら
遠
ざ
か
っ
て
い
る
早
大
に

と
っ
て
、
今
こ
そ
応
援
の
力
が
必
要
な

時
。「
紺
碧
の
空
」
の
も
と
、
今
年
こ
そ
は

覇
者
に
！

　「闘
魂
こ
め
て
」
は
、
こ
れ
か
ら
も
大
切

に
歌
い
続
け
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
今
年
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー

で
、
開
幕
戦
も
早
い
の
で
応
援
の
練
習
も

早
め
に
始
め
ま
し
た
。
ぜ
ひ
東
京
ド
ー
ム

で
一
緒
に
「
闘
魂
こ
め
て
」
を
歌
っ
て
応

援
し
ま
し
ょ
う
。

　中
盤
の
ト
リ
オ
で
感
動
を
誘
い
、
最
後

の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
で
一
気
に
盛
り
上
が

る
。
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
マ
ー
チ
」
は
、

演
奏
者
も
共
に
楽
し
く
な
れ
る
曲
で
す
。

演
奏
会
で
お
客
さ
ま
が
「
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
マ
ー
チ
」
を
聴
い
て
涙
を
流
し
て
い

る
の
を
見
る
と
、
皆
さ
ん
の
心
に
残
っ
て

い
る
曲
だ
と
実
感
し
ま
す
。

　古
関
先
輩
が
こ
の
曲
に
込
め
た
思
い

を
、
楽
団
員
１
人
１
人
が
そ
れ
ぞ
れ
に
受

け
止
め
て
、
来
る
べ
き
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
開
会
式
で
演
奏
し
、
世
界
中
の
方
に

福
島
の
元
気
を
伝
え
る
こ
と
が
夢
で
す
。

※

※

ト
リ
オ
：
「
マ
ー
チ
」
に
お
け
る
中
間
部
分

み
ん
な
で

歌
え
ば

気
分
は
最
高

初
め
て
買
っ
た

レ
コ
ー
ド
が

六
甲
お
ろ
し

　
古
関
裕
而
さ
ん
を
世
に
知
ら
し
め
た
一
曲
に
し

て
、
ス
ポ
ー
ツ
界
に
数
々
の
名
曲
を
残
す
き
っ
か

け
と
な
っ
た
応
援
歌
。
知
人
の
紹
介
で
早
大
の
応

援
歌
を
作
曲
す
る
と
、
当
時
の
六
大
学
リ
ー
グ
で

早
大
が
連
勝
し
た
こ
と
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
の
応
援
歌

の
依
頼
が
増
え
た
。

　
１
９
６
４
（
昭
和
39
）
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
開
会
式
で
演
奏
さ
れ
た
『
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

マ
ー
チ
』。
大
戦
中
に
数
多
く
の
軍
歌
を
作
曲
し

た
古
関
裕
而
さ
ん
は
、
平
和
の
祭
典
で
あ
る
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
の
曲
作
り
を
喜
び
、
復
興
と
平
和
へ
の

強
い
思
い
を
込
め
た
。

特 集

福島市名誉市民第一号
作曲家 古関裕而 氏

読売ジャイアンツ応援団　団長

東京都葛飾区在住
３歳の時からジャイアンツファン。
1994年応援団に入団。2006年から
2008年まで３年間と、2011年から現
在に至るまで応援団長を務める。

丸山　順二郎 さん

まる やま じゅん じ ろう

早稲田大学応援部副将４年

谷下　　豪 さん

たに した ごうせき かわ ゆうし

ふくしま古関楽団2020

関河　志裕 さん

阪神タイガース応援団

東京都品川区在住
四国出身の父の影響でタイガースの
ファンになる。まだ球場で誰もユニ
フォームを着ていなかった1982年に
「KUBO」のユニフォーム姿で応援
していたところ、応援団に誘われて
入団。

福島商業高校3年
担当楽器：チューバ

久保　芳秀 さん

く ぼ よし ひで

作曲当時の六大学リーグ、
早大の応援

令和元年６月「絆まつり福島」で
のステージ
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　桜
は
、
気
温
が
上
が
っ
て
満
開
を
迎
え
る

頃
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
ハ
ラ
ハ
ラ
と
散
り

ゆ
く
桜
も
風
情
が
あ
っ
て
い
い
も
の
で
す
。

　市
内
松
川
町
に
あ
る
「
芳
水
の
桜
」
は
、

種
ま
き
桜
か
ら
枝
分
け
し
た
木
で
、
慈
徳

寺
の
境
内
に
は
そ
の
「
芳
水
の
桜
」
か
ら

枝
分
け
を
し
た
桜
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り

「
種
ま
き
桜
」
の
孫
桜
に
あ
た
り
ま
す
。

　ま
た
、
慈
徳
寺
に
向
か
う
坂
道
の
途
中

の
杉
木
立
に
囲
ま
れ
る
よ
う
に
立
つ
一
本

桜
は
、
福
島
市
指
定
保
存
樹
に
な
っ
て
い

る
エ
ド
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
で
す
。
開
花
期
間

中
は
、
午
後
６
時
か
ら
９
時
ま
で
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
す
る
ほ
か
、
檀
家
女
性
部
に
よ
る

お
茶
の
振
る
舞
い
も
あ
り
ま
す
の
で
ぜ

ひ
、
お
出
掛
け
く
だ
さ
い
。

　J
R
福
島
駅
か
ら
車
で
西
へ
約
20
分
。

室
町
時
代
、
伊
達
政
宗
の
父
、
輝
宗
の
発

願
に
よ
り
開
山
し
た
と
伝
わ
る
慈
徳
寺

は
、
あ
づ
ま
総
合
運
動
公
園
か
ら
ほ
ど
近

い
里
山
に
あ
り
ま
す
。

　本
堂
の
前
に
あ
る
の
が
、
福
島
市
の
天

然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
種
ま
き

桜
」
で
す
。
名
前
の
由
来
は
、
古
く
か
ら

こ
の
桜
の
開
花
を
目
安
に
種
を
蒔
い
た
こ

と
に
よ
り
ま
す
。
樹
齢
約
３
０
０
年
の
シ

ダ
レ
ザ
ク
ラ
は
、
毎
年
中
心
市
街
地
よ
り

約
１
週
間
遅
れ
て
咲
き
出
し
ま
す
。
今
年

も
４
月
中
旬
か
ら
下
旬
あ
た
り
が
見
頃
で

し
ょ
う
か
。
ま
ず
本
堂
に
手
を
合
わ
せ
て

か
ら
愛
で
て
い
た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い

で
す
。

慈徳寺からは福島市街が一望でき、桜越しに広がる
景色も絶景。昭和45年、福島市の天然記念物に指定
される。

【例年の見頃】4月中旬
電車：JR福島駅下車→福島交通バス（佐原行）
　　　→あづま陸上競技場下車→徒歩20分
車：福島西ICから13分（大型可）
【駐車場】普通：100台（大型可）
所在地：福島市佐原字寺前9

慈徳寺住職（第二十六世）

会津出身。2015（平成27）年4月、
慈徳寺住職を拝命。近年、「種まき
桜」を将来にわたって残すため檀家
さんと相談し、今年から３年計画で
土の入れ替えを行う予定。

飯束　俊幸 さん

いい づか しゅん こう

国の重要文化財に指定された千手観音がある大蔵寺の大
桜。樹齢約300年のしだれ桜で、周辺に咲くレンギョウと
のコントラストが美しい。

【例年の見頃】4月中旬
JRバス川俣行き 小倉寺下車 徒歩20分　
車：福島西ICより25分　【駐車場】普通：25台
所在地：福島市小倉寺字拾石

大蔵寺のしだれ桜

水面に垂れる桜花と、その樹形の美しさから写真愛
好家に人気がある。

【例年の見頃】4月上旬～中旬
JR松川駅より車5分
【駐車場】無し
所在地：福島市松川町金沢

芳水の桜

飯野町大久保の赤岩山の麓に立っているエドヒガンザク
ラの古木。稲荷神社の鳥居手前に重ね餅のような巨石が
あり、その傍らに根を下ろしている。

【例年の見頃】4月中旬～4月下旬頃
福島交通バス飯野行き 飯野町下車 徒歩30分
【駐車場】無し
所在地：福島市飯野町大久保

赤岩種蒔桜

室町時代の趣きをたたえる東北有数の純日本庭園。静寂の
中に佇む樹齢約150年の薄紅しだれ桜は一見の価値あり。

【例年の見頃】4月中旬
福島交通バス土船行き 原の町下車 徒歩10分
車：福島西IC・福島大笹生ICより15分
【駐車場】普通：50台
所在地：福島市桜本字荒神

浄楽園のしだれ桜

鎌倉時代、源頼朝が奥州征伐の際、神に対する心礼を込
め、神社境内に植えたと伝えられている。

【例年の見頃】4月上旬～中旬
JR松川駅より車15分
所在地：福島市松川町竹ノ内

西郷の夫婦桜

県道福島安達線沿い（旧奥州街道）の諏訪神社境内にあ
るしだれ桜。江戸時代初期、仙台藩を治めていた伊達政
宗公から贈られた桜と伝えられている。

【例年の見頃】4月上旬～中旬
JR松川駅より車5分
所在地：福島市松川町諏訪山

日本を代表する写真家、秋山庄太郎さんは、花見
山を訪れ「福島には桃源郷がある」という言葉で
その美しさを全国に紹介しました。
本市のPRに大きく貢献した功績から、2001年、ふ
るさと栄誉賞を受賞しました。

諏訪山の桜

　全
国
的
に
も
有
名
な「
花
見
山
」

を
は
じ
め
と
し
て
、
春
の
桜
や
ハ

ナ
モ
モ
、初
夏
の
ク
マ
ガ
イ
ソ
ウ
、

ツ
ツ
ジ
、
ア
ヤ
メ
、
夏
の
ア
ジ
サ

イ
、高
山
植
物
、秋
の
ハ
ギ
、ジ
ュ

ウ
ガ
ツ
ザ
ク
ラ
な
ど
、
季
節
の
移

ろ
い
と
と
も
に
、
美
し
い
花
々
が

咲
き
誇
る
福
島
市
。

　今
号
は
、
そ
の
壮
麗
な
美
し
さ

で
人
々
を
惹
き
つ
け
る
一
本
桜
の

特
集
。さ
ぁ
、ふ
く
し
ま
花
回
廊
の

旅
に
出
掛
け
よ
う
。

慈徳寺の種まき桜
じ じとく

樹
齢
約
３
０
０
年
の
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ

見
頃
は
４
月
中
旬
か
ら
下
旬

「
種
ま
き
桜
」の
孫
桜
、坂
道
の

途
中
に
咲
く
エ
ド
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
も
必
見

まだまだある！
ふくしまの
一本桜

撮影：市民カメラマン梅津直樹

撮影：市民カメラマン梅津直樹

古
く
か
ら
人
々
に

愛
さ
れ
て
き
た

一
本
桜

桜
と
本
堂
が
奏
で
る
春
の
調
和

福島の花々の魅力を広めた立役者
秋山庄太郎　生誕１００周年　

※

2020年４月号7 6※松川町金沢にあるシダレザクラ。詳しくは左ページ。
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心が動く美しいをめぐる小さな旅
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４2020 41
にぎわいを待つ福島駅前
福島駅東口から伸びる駅前通り～レン
ガ通り（古関裕而ストリート）には、
「古関裕而のまち」や「オリンピッ
ク・パラリンピック」のフラッグが並
び、沿道各所で古関裕而や「エール」
の関連イベントも行われる。

2020年４月１日発行

夢通信
バックナンバーは
市ホームページで！

福島市役所 広聴広報課

東京2020大会に向けておもてなし力を身に付けよう！
おもてなし研修会を開催しました

野
球
・

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

　
　
　開催
！！

Vol.6

写真は、2019年４月~６月に開催した「わくわくふくしま
インスタMAPフォトコンテスト2019春」の受賞作品です。

爛漫爛漫

　2月9日、ＮＰＯ法人ふくしまバリアフリーツアーセンター長の
佐藤由香利さんを講師に、障がいのある方へのおもてなし方法と
して、知的障がい・発達障がいの疑似体験や車いす利用者への介
助体験などを通した心のバリアフリーを学びました。
　佐藤さんは「まずは笑顔を添えて“何かお手伝いすることがあ
れば教えてください”などの声掛け、優しい気持ちでの見守りか
ら始めてみましょう」と参加者に呼びかけました。
　好評に終わったおもてなし研修会は、今後も東京2020大会に
向けて継続して行う予定です。国内外から訪れるたくさんの観戦
者の皆さんに、おもてなしを通して福島市の魅力を発信していき
ます！

さとう ゆ か り

もうす
ぐ！！

オリンピック・パラリンピック

▲知的障がい・発達障がいの疑似体験を通して
障がいのある方への心遣いを学ぶ参加者

投稿者：uta_toshi　撮影地：右輪台 投稿者：3rdeye_landscape　撮影地：大森城山公園

投稿者：apomatsuura　撮影地：波来湯

投稿者：uta_toshi　撮影地：畜産試験場

投稿者：tk_km__113　撮影地：大笹生

投稿者：yuka18.11　撮影地：桜づつみ公園

▲参加者同士で車いすを使って実際に車いす介助
を体験しました


